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中学校家庭科における リ メイ ク学習教材の開発
一不要になったジーンズで作る防災リ ュ ックー 
Development of Teaching Material for Learning Remake in Junior High School 
Home Economics: Disaster Prevention Backpacks Remade with Discarded Jeans 
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次期学習指導要領で新設された 「衣服等の再利用」 すなわちリ メイクを学ぶための教材開発が本研究の目的である. 中
学生がリ メイクしたいと思う衣類の上位はジーンズであること, 袋 ・ バッグ類は中学校家庭科教科書で多く取り上げられ
ていること, 防災は現代的に学習意義があることから, ジーンズで作る 「防災リ ュ ック」 を開発することと した. まず, 
燃焼性について試験を行い, 綿100% ジーンズを防災リュ ックに使用することの適切性を確認した. 次に, 現行の中学校
家庭科教科書の記載および市販教材を比較分析し, 防災リュック製作で学習すべき知識・ 技能等を整理した. そしていく
つかの試作を踏まえて, 不要になったジーンズで作る防災リ ュ ックの手順を開発した. 
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1 . 研究の背景と目的
1 . 1 . 中学校家庭科 「衣服等の再利用」 の新設
平成29年 3 月に告示された中学校学習指導要領 (文部
科学省2017a) において, 技術 ・ 家庭家庭分野(以下, 
家庭科とする) 「B衣食住の生活, (5) 生活を豊かにす
るための布を用いた製作」 では, 「衣服等の再利用の方
法」 について扱う ことになった. 衣服の再利用に関する
用語と してリ フォーム, リペア, リメイ クがあるが, リ
フォームはサイズ直し, リペアは修繕, リ メイ クはデザ
インを変更して作り直すことである. 新中学校学習指導
要領解説技術 ・ 家庭編(文部科学省2017b) では, 具体
例として 「衣服等を別の用途に作り直したり, デザイ ン
を変えたりする」 こと, すなわちリメイクすることを示
している.
現行の中学校学習指導要領 (文部科学省2008a) には, 
リメイクに該当する記載はなく, 解説技術 ・ 家庭編(文
部科学省2008b) において, 「リフォームしたりする方法
があることにも触れるよう にする」 との記載があるにす
ぎない. また現行の家庭科教科書 (佐藤ほか2016, 汐見
ほか2016, 大竹ほか2016) において, リメイクについて
は, 用語や作品例が, イラストや写真で簡単に紹介され
るにとどまり, 他の製作教材のように具体的な製作方法
まで記載されていない.
これまで中学校家庭科におけるリメイクに関する実践
研究は, 消費や環境の視点で行われることが多かった. 
須山ら (2016) は, ESD を視点と した衣生活カリキュ
ラムを構想し, その中で古ワイ シャツをリメイ クして幼
児用のスモ ックやエプロ ン, ハーフパンツなどの製作授
業の提案を行っている. しかし, 服を小物などの別の用
途に作り直すよう なリ メイ クは, 縫製されていない布か
ら物を製作するのとは異なった難しさがあり, 製作方法
まで示されていなければ中学生が実際に製作することは
難しい.
また, 着用しなく なったシャツ ・ ブラウス, ズボン ・ 
スカート, Tーシヤツをリ フォームして再生利用する高校
生は僅かであるとの報告がある(高森1999) . 安価でデ
ザイ ンも優れた服や小物を簡単に購入できる現代におい
て, 手間をかけてもリメイ クしたいと思えるよう なもの
でなければ, 中学生の製作意欲を高めることはできない. 
小林ら (2017) が中学生対象に 「不要になった布製品の
活用について」 質問紙調査をしたところ, リメイクして
みたい布製品は 「T シャツ」 が最も多く, 次いで僅差で
「ジーンズ」 であった. 小林らは次の課題と してT シャ
ツを活用したリメイク教材の開発を検討していることか
ら, 本研究では次点のジーンズを活用したリ メイ ク教材
を検討することと した. 
1 . 2 . 製作教材としての防災リュック
現行の中学校家庭科教科書 (佐藤ほか2016 , 汐見ほか
2016, 大竹ほか2016) において製作方法まで示されてい
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る ( リメイクではない) 教材は, バッグ・ 袋類が比較的
多く, 特に防災リュック(防災袋を含む) は 3 社共通し
ている (表 1 ) . 現行学習指導要領では, 家庭科におい
て防災に関する学習は住生活領域のみとなっているが, 
近年防災に関する意識は高まってきており, 住生活領域
のみならず家庭科教科書の随所に防災に関する記事が掲
載されている. 防災は, 家庭科においても重要視してい
る学習の視点の一つであり, 現代的意義のある学習内容
といえる. 
1 . 3 . 研究の目的
中学生がリメイクしたいと思う衣類の上位はジーンズ
であること, 袋 ・ バッグ類は教科書に多く取り上げられ
ていること, 防災は現代的に意義がある学習内容である
ことから, 本研究では, ジーンズを活用した防災リュッ
クを開発することにした. 
2 . 方法
2 . 1 . ジーンズの燃焼性の確認
中学校家庭科教科書では防災リュックに必要とされる
布の特性について記載はないが, 市販教材では防炎布や
防炎加工など燃えにくい素材であることを防災リュック
の特性と して言區つているものが見られる. そこで, 燃焼
性の視点からジーンズを検討し, 防災リ ュ ックを製作す
る素材としての適切性を評価する. なお, 試験に使用す
る布は, (a) 一般的なジーンズの布, (b) ストレッチ素
材ジーンズの布, (c) 防災リ ュック製作用市販教材の防
炎加工布, (d) 防災リュック製作用市販教材の布(非防
炎加工) , (e) 100円シヨツプで販売されている防災リュッ
クの布, の 5 種類である.
布の燃焼性を確認するために, JIS L ie30-1:2012 「繊
維製品の混用率試験方法 (繊維識別) 」 の試験方法を参
考に, 以下の手順で試験を行う.
( 1 ) ピンセットで布(たて糸方向30mm Xよこ糸方向15 
mm) を持ち, アルコールラ ンプに近づける. 
( 2 ) 炎に近づけるとき, 炎の中, 炎から離れたときの
それぞれの繊維や臭い, 灰の状態を観察する. 
2 . 2 . 教科書や市販教材における防災リュック製作に
必要な知識・ 技能の分析
中学校家庭科の学習として必要な知識・ 技能を明らか
にするために, 中学校家庭科教科書 3 社, 市販教材 4 種
から, 防災リュック製作で学習する知識と技能を抽出・ 
整理する. 被服製作の知識 ・ 技能の抽出 ・ 整理に当たっ
ては, 川合ら (2008) の方法を参考にする. 
2 . 3 . ジーンズを活用した防災リュックの開発
防災リュック製作で習得すべき知識や技能を踏まえ, 
ジーンズからリメイ ク可能な防災リ ュ ックを開発し, そ
の手順を明確にする. 
3 . 結果と考察
3 . 1 . ジーンズの燃焼性
ジーンズ, スト レッチ素材の布, 防災リ ュ ック作成用
市販教材の防炎加工布, 防災リュック作成用市販教材の
非防炎加工布, 100円シヨツプで販売されている防災リュッ
クの布, の燃焼性の試験結果を表2 にまとめた.
炎に近づけると, (e) は, 炎の近く ですぐに丸まって
いく様子が確認できた (図 5 ) . (e) 以外は特に布地は変
化をしなかった. (a) (b) (c) (d) に関しては, 近く に炎が
ある状況では, 形状を保持することができる布地である
ことが推察できる.
炎の中では, (b) と(d)は, 図 2 と図4 のようにすぐに
引火し, 布が炎をあげて燃えていった. (b) と (d) は, 
引火する温度が低いことが分かった. (a) と (c) は, 
引火する様子が確認できなった(図 1 , 図 3 ) . (a) は, 
数秒間炎の中に置いておく と引火するが, 炎に触れた程
度では特に布に変化はなかった. (c) は, 引火すること
はなく, 炎に当たった箇所が丸まって収縮していつた. 
表 1 教科書に製作方法が示されている教材
教科書番号 東京書籍 (724) 教育図書 (725) 開隆堂 (726) 
教材名 
マルチバツグ 
トー トバツグ 
フアイルカバー 
ブツクカバー 
ウオールポケツ ト 
防災リュック 
ハー フパンツ 
ノJ、物 (箸袋, ランチョンマット, 
弁当袋, ファスナーポーチ) 
あずま袋 
ぞうきん 
エプロン
アームカバー
きんちやく袋 _
(防災袋含む) 
ペンケース
道具入れ 
ショルダーバツグ 
フアイルカバー 
ペツトボトルホルダー 
防災リュック
ハーフパンツ
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表 2 燃焼試験結果
布 組成 炎に近づ けるとき 炎の中 
炎から離れた 
とき 臭い 灰 
(a) ジーンズ
の布 
綿 loo% 特に変化 
なし 
炎に当たる程度 
では着火しない 
数秒炎の中にあ 
ると引火する 
(図1) 
炎の中で引火 
しなかった場 
合は, 炎から出 
しても特に変 
化なし 
数秒炎の中に 
置き引火 した 
場合はゆつく 
り と燃え広が 
り, 灰になる 
線香のよう 
な臭い 
引火させた場合 
は, 小さい繊維 
状の灰になった ■ 
(b) ストレッ
チ素材ジーン
ズの布 
綿83% 
ポリエステル
2% 
ポリウレタン
15% 
特に変化 
なし 
着火して大きな 
炎が立つ 
生地も赤くなつ 
ている(図2) 
引火したまま, 
ゆっ く り と燃 
えた 
臭いはきつ 
く は ない 
が, 燃えて 
いる臭い 
ほぼなにもなく 
なる, とても小 
さい繊f維が残つ 
た ■ 
(c)防災リュ
ック作成用市 
販教材の防炎 
加工布 
表裏 : フッ素 
ゴムト ッピン
グ
基布 : アラミ 
特に変化 
なし 
炎に当たった箇 
所が丸まる(図 
3) 
引火していな 
い 
炎から出した 
後に布が丸ま 
る様子もなか 
った 
紙の燃える 
ような臭い 
炎に当たった箇 
所のみ, 丸く ま 
っているが灰に 
なっている箇所 
はない ■ 
(d) 防災リュ
ック作成用市 
販教材の布 
(非防炎加 
工) 
綿 loo% 特に変化 
なし 
すぐに布の端か 
ら火が付き燃え 
始める(図5) 
そのまま大き 
な炎を上げて, 
ゆっ く り燃え 
続け, 小さな灰 
になる 
紙の燃える 
ような臭い 
白く小さい繊維 
状の灰になった ■ 
(e) 100円ショ
ップの防災リ
ュックの布 
ポリエステル
100% 
炎の近く 
で布が丸 
まってい 
く 
すぐに丸まり玉 
状になる(図4) 
炎の中で玉状 
になっており, 
炎から離して 
も玉状 
ゴムのきつ 
い臭い 
全体的に丸まつ 
て玉状になった 
灰にはなつてい 
ない ■ 
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(e) は, 炎に近づいた時から丸まっていき, 炎の中では
すぐに小さな玉状に収縮していつた.
炎から離したときは, 炎の中と同様に (b) (d) は引
火したままゆっ く り と燃え続けて, 灰になった. (a) 
(c) は, 炎から離した場合, 特に布地に変化はなかった. 
(e) は, 炎の中で小さな玉状になっているので, 離した
後の変化はなかった.
臭いに関しては, (b) と (e) で特徴的な臭いを発し
ていた. 両者ともに化学繊維 ( (b) はポリウレタン ・ ポ
リエステルを含んでいる, (d) はポリエステル) を含ん
でいるため, 鼻をつく 臭いがしたと考えられる. (a) 
(c) (d)には, 特徴的な臭いは特になかった.
燃え尽きたあとの灰は, (a) (b) (d) は, 繊維が残っ
た状態で小さな灰になった. (c) は引火しておらず灰に
はなっていない. (e) は, 炎の中で玉状になったため, 
燃え尽きておらず灰にはならなかった.
以上の 5 つの視点から燃焼の様子を観察した結果, 最
も火に強い布は, (c) であることがわかった. 引火性も
なく, 炎に当たった箇所のみ丸まっていく程度であった. 
次に火に強い素材と して考えられるのが, (a) のジーン
ズであった. (a) は, (b) (d) (e) と比べて, 引火する
までに時間がかかり, 炎に当てる程度では引火もせず変
化はなかった. 数秒炎の中に入れておく と引火はしたが, 
炎に耐える要素を持っていることが分かった. よって, 
防炎加工の布には劣るものの, ジーンズ布地も防災バッ
クの素材に対して適していると考えられる. 一方で, ス
ト レッチ素材のジーンズは火に弱いことから防災バッグ
の素材には適していないといえる. ジーンズで防災リュッ
クを製作させる際は組成表示を確認することが肝要であ
ることが示唆された. 
3 . 2 . 教科書や市販教材における防災リュック製作に
必要な知識・ 技能
中学校家庭科教科書3 社, 市販教材4 種から, 防災リュッ
ク製作で学習する知識 ・ 技能 ・ 素材を抽出 ・ 整理し, 表
3 にまとめた。 教科書や説明書に用語と して記載のある
物は0 , 用語と しての記載はないが製作過程で使用され
ていることが明らかなものは△と表記した。
表 3 より, 基本的には教科書については3 社すべて, 
市販教材については4 種にできるだけ共通している知識・ 
技能 (まち, ひも通し口, 中表, 縫いしろ, でき上がり
線 , しるしつけ, わ, 肩ひも, ミ シン直線縫い, 縫いし
ろを割る, 三つ折り, 布目線) は必ず教材に組み込むこ
とと した.
なお, これらの教材は 「防災」 を言區つているにも関わ
らず, 「防災」 的な要素は見当たらなかった. そこで, 
「防災ぶく ろ」 を紹介する市販本(ワールドフォト プレ
ス2018) において, 紹介されているリ ュ ック12種の機能
も参考にすることにした. 各リュックの紹介文において, 
5種は 「反射マーク等」 について, 3種は 「ポケット」
について, 2種は 「強靭な素材」, 1種は 「止水」 につ
いて言區つていた. 教科書には, 「反射マーク」 について
記載されているものはなく, 「ポケ ッ ト」 については2 
社 , 「ふた」 については1 社しか記載されていなかった
が, 防災用の袋として求められる機能として追加するこ
とが望ましいと判断し教材に組み込むこととした. 
3 . 3 . ジーンズを活用した防災リュックの開発
3 . 3 . 1 . ジーンズ活用部位の選定
リ ュ ックにジーンズを活用する場合, リ ュ ック本体
(袋布) を, ウエストやヒ ップ回りの股上部分を活用す
るパタンと, 両足の股下部分を活用するパタンが考えら
れる.
まず, 股上部分を本体に活用するパタンを検討した. 
このパタ ンでは, ポケッ ト をそのままポケッ ト と して使
用できるという メ リ ットがある. しかし, 付属のベルト
通しだけだと間隔が広いため, きんちやく の様に絞るこ
とが難しい. ウエスト部分をほどいて, ひも通しを新た
図1 炎の中での (a) 図 2 炎の中での (b) 図3 炎の中での (c) 図4 炎の中での (d) 図5 炎の中での (e)
の様子 の様子 の様子 の様子 の様子
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表 3 防災リュック製作に使用されている知識・ 技能の比較
使用されている 
知識・ 技能 
中学校家庭科教科書 市販 オ 
東京書籍 
(724) 
教育図書 
(725) 
開隆堂 
(726) オA 教't1オB オc 教1-オD 
知識 
中心線 0 0 0 0 
まち 0 0 △ 0 0 0 
ゆとり 0 
ひも通し口 0 0 0 0 0 0 
中表 0 0 0 0 0 0 
ポケット △ 0 0 0 0 0 
縫いしろ 0 0 0 0 0 0 0 
しるしつけ 0 0 △ 0 0 0 0 
ロあき止まり 0 0 0 0 
できあがり線 0 △ △ 0 0 0 0 
わ 0 0 0 0 0 0 0 
ル,- プつけ止ま り 
位置 △ 0 △ △ 
肩ひも 0 0 0 0 0 0 0 
ふた 0 
分割線 0 0 
布目線 △ 0 △ 0 0 0 0 
技 
能 
縫う 
玉留め △ △ △ 
△ △ △ 
なみ縫い 0 
しつけ縫い 0 0 
まつり縫い 0 0 
ミシン直線縫い 0 0 0 0 0 0 0 
ミシン返し縫い 0 0 0 0 0 
ミシンコの字 0 0 0 0 
ミシン:::度縫い 0 0 0 0 
布端 
の 
始末 
縫いしろを割る 0 0 △ 0 0 0 
二つ折り 0 △ 0 0 0 
三つ折り 0 0 0 0 0 0 
ロックミシン 0 0 加工済 加工済 
ジグザグミシン 0 0 0 
アイ
ロン
仕上げ 0 0 
使 
用 
素 
材 
布 
ブロード 0 
シーチング 0 
キルティング 0 0 
キャンバス 0 0 0 
ソフトデニム 0 0 
防炎布 0 0 
ひも 平ひも 0 0 0 丸ひも 0 △ 0 0 0 0 
付属 
ロ ロロ 
D環 0 
スナップ 0 0 0 
飾りボタン 0 0 
差し込みバックル 0 
フェルト 0 0 
綾テープ 0 0 
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に作ることも検討したが, ベルト芯が使われているもの
もあり, きれいにほどく ことは難しい. ハト メ リ ングを
つけることで絞ることは可能となるが, 新たな知識 ・ 技
能が必要になる上, 「ひも通し口」 に関する知識 ・ 技能
を扱えないという課題が残る.
次に, 股下部分をリ ュ ック本体に活用するパタンを検
討した. このパタ ンでは, ポケ ッ トはそのままの状態で
は使用できないが, 内股の縫い目を切り取り, 股上部分
を切断することで, 家庭科教科書 (大竹ほか2016, 佐藤
ほか2016) に載っている製作例に近い形に成型すること
ができる. 未成型の布から製作するリュックで取り扱う
知識・ 技能との違いが少ないことから, 股下部分をリュッ
ク本体に活用するパタンが, 中学校家庭科に適している
と判断した. 
3 . 3 . 2 . 防災リュック製作の手順の検討
家庭科教科書 (大竹ほか2016, 佐藤ほか2016) を参考
にしながら, 防災リュック作成手順1 ~ 6 を開発した. 
なお, 材料と して, 綿100%ジーンズ1 本のほかに, D 
環 (2.5~ 3 cm幅) 4個, 丸ひも約2 m , 平ひも (2.5cm 
幅) 約 2 m , 大きめのスナップ1 組が必要である.
手順の中の太字は, 前節で抽出した学習する上で必須
の知識 ・ 技能である. 
手順 1 : 袋布 ( リュック本体) の準備 (図6 )
①袋布 (リ ュック本体) を準備するため, まず, ジー
ンズの内股の縫い目をハサミ で切り取る. ジーンズの縫
い目は分厚く スクールミ シンでは縫えないことがあるた
め, 切るだけでなく, 縫い目部分はすべて切り取る.
②中表にして, 切った内股が両端, 脇縫い線が中央に
→
なるよう に広げ, 股下あたりで一直線に裁断する. 裾が
リュックの口となり, 股下ライ ンがリュックの底となる. 
教科書では口と底の長さがそろえられているが, ジーン
ズの場合, 裾が狭いため, 口幅に底幅をそろえると長細
いリ ュ ックになってしまう. 最も幅の広い股下のあたり
で裁断し, 袋布が台形になっても, 完成品に違和感はな
い. 廃棄布を減らすことができる.
③ 2 枚の袋布ができるので, 裾を除く両サイ ドと底に, 
ジグザグミ シンかロ ック ミ シンをかけて, 縫いしろの始
末をする. 
手順 2 : ポケッ トやふた布の準備 (図 7 )
①ポケッ トやふたは, 股上部分を活用する. ポケッ ト
やベルト通しは, リ ッパーで縫い糸をほどいて外す. は
ずしたポケットやベルト通しは, 後でポケットやホルダー
として使用する.
②ポケッ ト を外した臀部あたりで, 横 (20cm) x 縦
(20cm十縫いしろ) 程度の布を切り取り, ふた布とする. 
縫いにく く ならないようできるだけ縫い目のないところ
を選ぶとよい.
③ふた布は, 閉めたときに下になる辺を, 三つ折りに
してミ シン縫いする. 残りの辺は, カ ッ ト オフ(切り っ
ぱなし) でよい. 縦糸や横糸を抜いて, フリ ンジにして
もよい. 教科書では 「両端を二つ折りにする」 と書かれ
ているが, ジーンズの場合, 端を二つ折りにして縫う と, 
三つ折りと重なるところが, 非常に分厚く なり, 針が折
れる可能性がある. 逆にジーンズのカ ッ ト オフをデザイ
ンとして利用することで, 分厚く なることを避けること
ができる. 
→
①内股の縫い目を切り取る. ②中表にして, 内股の切り目が両サイ ドに ③袋布の左右と下になる部分を
(脇縫い線が中央に) なるように広げる. ジグザグミ シンまたは口ツク
股下のラインで切り, 袋布を2枚作る. ミシンで, 整いしろの始末をする
図 6 手順 1 : 袋布 (リュック本体) の準備
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①ポケッ トやベルト通しは,
リッパー で縫い糸をほどいて外す
(表) →
2~ 3cm 
②ふた布用に,
縦 (20cm+4~ 6cmの構いしろ) 
x横 (20cm) を切り取る. 
図 7 手順 2 : ポケッ トやふた布の準備
→
③ふた布は, ふたを閉めたときに
下になる辺を2~ 3cm幅の三つ折りにして
ミ シンで直線継いする.
残りの辺は, 切り つばなしでよい. 
①ポケッ トやベルト通しを ②2枚の袋布を中表にして, D環を2個ずつ通した平ひもを,
好みの位置に配置し, 布袋下部 (底から9cmのところ) に挟む.
ミシンで縫い付ける. 上は5cm, 左右と底は1 ~ 1.5cmを鍵いしろとして
でき上がり線にしるしをつけ, ミ シンで直線鍵いする.
ひも通し口となる上から10cmのところは縫わない.
底はわになっていないので, ミ シンで2度縫いをして丈夫にする
図 8 手順 3 : ポケッ ト等をつける. 両わき ・ 底を縫う
手順 3 : ポケッ ト等をつける. 両わき ・ 底を縫う(図 8 )
①ポケッ トやベルト通しを好みの位置に配置し, ミ シ
ンで縫い付ける. 別布でつく ったポケットや飾り をつけ
てもよい.
② 2 枚の袋布を中表にして, D環を2 個ずつ通した平
ひもを, 布袋下部 (底から 9 cmのとこ ろ) に挟む. 平ひ
もは裁断したジーンズの端切れでつく ってもよい. 上は
5 cm, 左右と底は1 ~ 1.5cmを縫いしろと して出来上が
り線にしるしをつけ, ミ シンで直線縫いする. ひも通し
口となる上から10cmのとこ ろは縫わない. 底はわになっ
ていないので, ミ シンで2度縫いをして丈夫にする. 
手順 4 : 口とまちを縫う(図 9 )
①まず, 口部分を縫う. わきの縫いしろを割り, ひも
通し口をコの字に縫う. 上から5 cmのところで二つ折り
にし, 折り目から3 cmく らいのところを縫う. 裾の三つ
折りが, ミ シンの押さえに重ならないようにすると縫い
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やすい.
②次にまちを縫う. 中表のまま, 袋の底とわきになる
部分を合わせてわきの縫いしろを割り, 三角にたたみ, 
ミ シンで縫ってまちを作る. まちから約1 cm外側をカッ
ト して, ジグザグミ シンまたはロ ックミ シンをかけると、
袋の裏側がすっきりする. 
手順 5 : ふたをつける. スナップをつける(図10)
①ふたを本体に中表に合わせて縫い付ける.
②ふたを折り返して端から2 mmのところを縫う.
③ふたにスナップ(凸) を縫いつけ, 本体にもスナッ
プ (凹) を縫いつける.
反射材をふたに付ける場合は, スナップをつけてしま
う と, アイロンがかけにく く なるので, 反射材を付けて
からスナップをつけるとよい. 
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3 C m→ →
①わきの鍵いしろを割り, ひも通し口をミ シンでコの ②中表のまま, 袋の底とわきになる部分を合わせて
字に縫う. わきの いしろを割り, 三角にたたみ, ミシンで
縫ってまちを作る.
②上から5cmのところで二つ折りにし, まちから約1 cm外側を力ツト して,
裾の三つ折り が, ミ シンの押さえにかからないよ う, ジグザグミ シンまたはロック ミ シンをかけると、
折り目から3cmく らいのところを縫う. 袋の裏側がすっきりする.
図 9 手順 4 : 口とまちを縫う
(表・ 背面) 
→
①ふたを本体に中表に合わせて
縫い付ける. 
m
 
-?m 
(表・ 背面)
②ふたを折り返して端から2 m m 
のところを縫う. 
手順 6 : 肩ひもをつける. ひもを通す (図11)
①中心線の口から5 cmのところに肩ひもの中心をおく. 
ひもの上部は6 cm, 下部は 8 センチの台形型で縫い付け
る. 平ひもの先をD環に通す. 口に丸ひもを通して両端
を結ぶ.
②口に丸ひもを通し両端を結ぶ. 
4 . まとめと今後の課題
中学生がリメイクしたいと思う衣類の上位はジーンズ
であること, 袋 ・ バッグ類は教科書に多く取り上げられ
ていること, 防災は現代的に学習意義があることから, 
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(表・ 正面)
③ふたにスナップ(凸) を縫いつけ, 
本体にもスナップ(凹) を縫いつけ
る. 
図10 手順 5 : ふたをつける. スナップをつける
ジーンズで作る 「防災リ ュ ック」 を開発した. 燃焼性の
試験を通し, 綿100% ジーンズは比較的炎に強いことか
ら防災リュックに適している素材であることを確認した. 
また, 現行中学校家庭科教科書で示されている ( リメイ
クではない) 防災リュック製作で取り扱う知識・ 技能は
必ず含む教材と した.
ただし, 今回開発した防災リュックは, 大人の男性用
サイズのジーンズで作成した. 中学生がリメイ クしたい
と思う ジーンズは, 女性用や小 ・ 中学生用の小さいサイ
ズのジーンズである可能性も高い. 小さいサイズのジー
ンズで防災リュックを作成する方法についても検討する
中学校家庭科におけるリメイク学習教材の開発
(表・ 背面)
①中心線の口から5cmのところに肩ひもの中心をおく. ひもの上部は6cm, 下部は8セン
チの台形型で縫い付ける. 平ひもの先をD環に通す. 口に丸ひもを通して両端を結ぶ. 
②口に丸ひもを通して両端を結ぶ.
図11 手順 6 : 肩ひもをつける. ひもを通す
図12 完成 (背面) 
こ とが今後の課題である
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